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科目名 
 

社会システム論B 

対象学科・学年 
  人間人社3回生  
   
   
  
  

担当者 
 

箱田 徹 

授業テーマ 
 社会をさまざまな視点から考えてみる 
授業の概要と目標 
  
２１世紀に入って、社会が次第に変化している。それにつれて、労働の問題、消費パターンの変化、食品や建築の偽装、いじめ

などの教育問題、文学の衰退、都市の問題などなどが、新たに指摘されるようになった。このような問題について具体的に考え

てみるというのがこの講義での目的である。 

評価方法 
 授業参加を要件とする。レポートを課したり、授業中に発表させたりすることもある。 

テキスト 
 特に使わない。 

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 適宜指示する。プリントを配布することがある。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

  
１ ガイダンス 
２ 公と私（１） 
３ 公と私（２） 
４ 労働と消費（１） 
５ 労働と消費（２） 
６ 労働と消費（３） 
７ 偽装とマスメディア（１） 
８ 偽装とマスメディア（２） 
９ 教育について（１） 
１０ 教育について（２） 
１１ 文学とベストセラー（１） 
１２ 文学とベストセラー（２） 
１３ 都市問題と繁華街（１） 
１４ 都市問題と繁華街（２） 
１５ まとめ 

 


